
ふじさわ市議会だよりNo.250 令和5年（2023年）7月25日 (6)

（※）ニューツーリズム…従来の物見遊山的な観光旅行に対して、テーマ性が強く、体験型・交流型の要素を取り入れた新しい形態の旅行。

徹
底
し
た
現
場
主
義
を

基
準
や
運
用
の
柔
軟
な
対
応

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
設
置

江の島周辺のトンボロ
自 然 の 観 光 資 源

ニューツーリズム造成

　

農
業
関
係
者
は
天
候
・

災
害
リ
ス
ク
や
鳥
獣
被
害
に
加

え
て
重
油
高
騰
、
法
律
面
で
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
特
に
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
設
置
基
準
は

農
作
物
の
栽
培
に
限
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
出
荷
調
整
場
所
や

重
機
・
資
材
置
き
場
、
炎
天
下

や
雨
風
時
に
避
難
す
る
場
所
も

な
く
、
困
難
な
環
境
で
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

法
解
釈
や
運
用
に
つ
い
て
は
、

自
治
体
が
独
自
に
基
準
を
制
定

す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
現
場
主

義
の
視
点
を
持
つ
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
取
扱
い
は
神
奈
川
県
建
築

行
政
連
絡
協
議
会
で
定
め
ら
れ
、

市
で
も
取
扱
要
領
に
基
づ
き
、

運
用
に
つ
い
て
行
政
内
部
で
十

分
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

一
方
、
建
築
物
と
し
て
取
り

扱
わ
な
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
、

安
全
性
に
対
す
る
配
慮
な
ど
か

ら
、
農
作
物
・
園
芸
作
物
の
栽

培
目
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
農
業
の
維
持
・
発
展
の

た
め
、
新
規
就
農
者
の
定
着
促

進
が
図
れ
る
よ
う
、
安
全
性
を

確
保
し
な
が
ら
、
地
域
の
状
況

に
合
わ
せ
て
取
扱
要
領
の
運
用

見
直
し
を
関
係
課
と
連
携
し
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
の
縁
側
事
業

市
民
の
家
の
活
用
を

　

地
域
の
縁
側
事
業
の
現

小池 恵子
Vision

ふじさわ

状
と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

地
域
の
縁
側
は
、
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
や
支
え
あ
い

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
人
の
和

を
広
げ
、
誰
も
が
生
き
生
き
と

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
一
貫
と
し
て
36
か
所
が
開

設
さ
れ
、
様
々
な
団
体
の
活
動

が
な
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
度
の

利
用
者
は
約
４
万
６
千
人
で
、

そ
の
６
割
以
上
が
高
齢
者
で
あ

る
。
課
題
と
し
て
は
、
認
知
度

が
低
い
こ
と
や
活
動
の
担
い
手

の
不
足
が
あ
る
。

　

利
用
率
20
％
の
地
域
市

民
の
家
を
、
地
域
の
縁
側
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
世
代
を
超
え
た
市
民

が
集
う
地
域
の
縁
側
を
、
今
後

増
や
し
て
い
く
こ
と
に
関
す
る

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

新
た
に
活
動
団
体
を
募

集
す
る
際
に
は
、
募
集
要
項
に

利
用
可
能
な
市
民
の
家
を
掲
載

し
て
お
り
、
今
後
も
市
民
の
家

の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
の
縁
側
が
、
あ

ら
ゆ
る
年
代
が
気
軽
に
集
う
場

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
縁

側
で
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
の

好
事
例
を
共
有
す
る
等
、
活
動

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
強
化

寄
附
金
獲
得
の
取
組
を

　

本
市
は
ふ
る
さ
と
納
税

町田 輝佳
市民クラブ

藤沢

に
よ
っ
て
約
18
億
円
と
い
う
多

額
の
市
税
が
流
出
し
て
い
る
た

め
、
歳
入
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

予
算
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

民
間
の
力
の
活
用
等
、
本
市
の

取
組
を
聞
き
た
い
。

　

令
和
５
年
度
予
算
額
は

１
億
５
千
万
円
で
、
３
つ
の
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
９

４
７
品
目
の
返
礼
品
が
あ
る
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
デ
ジ
タ
ル

広
告
や
週
刊
誌
等
を
活
用
し
て

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
所
管
課
に
広
告
会
社
へ
の

派
遣
研
修
経
験
職
員
を
配
属
し
、

民
間
の
力
を
活
用
し
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

金
獲
得
に
向
け
た
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

ま
ず
は
よ
り
多
く
の
寄

附
者
に
返
礼
品
等
の
情
報
を
届

け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
掲

載
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
数

を
増
や
す
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
積
極
的
に
特
産
品
や

体
験
型
な
ど
の
返
礼
品
の
拡
充

に
も
努
め
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
広
告

等
の
積
極
的
な
活
用
や
、
市
外

の
駅
な
ど
リ
ア
ル
な
場
で
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
お
礼
状

等
の
送
付
を
行
う
な
ど
、
さ
ら

な
る
寄
附
金
額
の
獲
得
を
図
る
。

市
内
公
共
施
設
入
場
料

子
ど
も
・
保
護
者
無
償
に

　

市
営
プ
ー
ル
及
び
湘
南

台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
、
小
学
生

以
下
の
入
場
を
無
償
化
す
る
場

合
の
減
収
額
を
聞
き
た
い
。

　

入
場
料
の
令
和
４
年
度

実
績
で
、
小
中
学
生
合
わ
せ
て
、

各
プ
ー
ル
合
計
が
約
４
７
４
万

円
、
湘
南
台
文
化
セ
ン
タ
ー
が

６
２
２
万
円
と
な
る
。

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的

須田 一行
民主クラブ

負
担
軽
減
の
た
め
、
市
営
プ
ー

ル
と
湘
南
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の

小
学
生
以
下
の
入
場
料
は
、
付

添
い
の
保
護
者
分
と
合
わ
せ
て

無
償
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、

無
料
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
、

活
動
で
き
る
場
所
と
し
て
、
地

域
の
方
々
の
力
を
借
り
、
地
域

子
ど
も
の
家
な
ど
本
市
独
自
の

施
設
整
備
・
運
営
や
夏
の
プ
ー

ル
利
用
に
関
す
る
取
組
等
を
行

っ
て
き
た
。

経
済
的
支
援
策
と
し
て
継
続

性
の
あ
る
取
組
と
す
る
た
め
に

は
、
利
用
者
に
一
定
の
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
や
、
様
々
な

子
育
て
支
援
事
業
の
中
で
の
優

先
順
位
と
、
そ
の
財
源
も
含
め

た
議
論
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご

せ
る
環
境
づ
く
り
と
支
援
策
に

つ
い
て
、
今
後
、
本
市
の
新
た

な
こ
ど
も
施
策
の
検
討
を
進
め

る
中
で
議
論
し
て
い
く
。

中
学
校
給
食
の
手
法

自
校
式
給
食
へ
切
替
を

　

中
学
校
の
デ
リ
バ
リ
ー

給
食
に
つ
い
て
、
注
文
可
能
数

や
上
限
は
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

実
績
と
今
後
の
予
測
を

基
に
、
契
約
上
の
喫
食
率
の
上

限
を
32
％
に
設
定
し
て
い
る
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
生
徒
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

献
立
表
に
ア
レ
ル
ゲ
ン

を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
ア
レ

加藤 彩野
日本共産党 
藤沢市議会 

議員団

ル
ゲ
ン
詳
細
献
立
表
を
別
途
作

成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
入
っ

て
い
る
給
食
が
２
日
連
続
と
な

ら
な
い
よ
う
献
立
を
工
夫
す
る

な
ど
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　

小
学
校
の
自
校
式
給
食

の
良
さ
を
認
識
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
中
学
校
ま
で
拡
大
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
委
員

会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

本
市
の
中
学
校
給
食
は
、

保
護
者
代
表
等
に
よ
る
検
討
の

結
果
、
自
校
式
給
食
に
課
題
が

多
く
、
弁
当
持
参
に
多
く
の
ニ

ー
ズ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現

在
の
方
式
に
決
定
し
た
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、

現
在
の
方
式
が
最
適
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
現
在
の
方
式
を
継

続
し
、
安
心
・
安
全
で
お
い
し

い
給
食
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

江
の
島
周
辺
で
大
き
く

潮
が
引
く
と
陸
続
き
に
な
る
ト

ン
ボ
ロ
現
象
に
つ
い
て
、
観
光

資
源
と
し
て
の
可
能
性
や
活
用

山口 政哉
市民クラブ

藤沢

方
法
を
聞
き
た
い
。

　

高
低
差
の
あ
る
護
岸
に

仮
設
階
段
を
設
置
す
る
実
証
実

験
や
、
ト
ン
ボ
ロ
の
説
明
看
板

新
設
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
新
江
ノ
島
水
族
館

と
の
協
働
や
、
江
島
神
社
と
江

の
島
・
藤
沢
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
の

協
力
の
も
と
、
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
※
）
の
造
成
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

着
地
型
観
光
を
推
進
す

る
本
市
で
は
、
体
験
型
コ
ン
テ

ン
ツ
が
非
常
に
有
用
だ
が
、
法

規
制
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
。

こ
の
課
題
を
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

ー
す
る
た
め
の
特
区
制
度
の
活

用
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性

化
を
目
指
し
、
令
和
４
年
７
月

に
湘
南
藤
沢
活
性
化
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
が
発
足
し
た
。
そ
の
中

で
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
手

法
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、
厳

し
い
観
光
地
間
競
争
を
勝
ち
抜

け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

終
活
の
社
会
化

実
効
性
あ
る
取
組
を

　

本
市
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

身
寄
り
が
な
い
方
な
ど
へ
の

対
応
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る

が
、
現
状
と
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

な
ど
の
実
態
把
握
に
努
め
る
中

神尾 江里
民主クラブ

で
、
孤
独
死
防
止
や
見
守
り
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

災
害
時
の
支
援
・
援
助
に
つ
な

げ
る
等
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
終
活
ノ
ー
ト
作
成
や
人

生
会
議
の
普
及
啓
発
な
ど
、
終

活
支
援
も
進
め
て
い
る
。

令
和
６
年
４
月
に
孤
独
・
孤

立
対
策
推
進
法
が
施
行
と
な
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
充

実
し
、
孤
独
・
孤
立
に
悩
む
人

を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会

の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
む
。

　

人
生
の
最
期
を
安
心
し

て
過
ご
す
仕
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、
終
活
支
援
策
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　

現
在
、
終
活
ノ
ー
ト
配

布
等
の
周
知
啓
発
活
動
や
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
把
握
に
努

め
て
い
る
が
、
本
人
が
健
康
な

う
ち
に
意
思
決
定
を
支
援
で
き

る
よ
う
、
先
行
自
治
体
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
等
を
参
考
に
し
、
新

た
な
取
組
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

独
自
の
共
生
社
会
推
進

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
を

　

医
療
的
ケ
ア
に
対
応
し

た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

市
内
の
重
度
障
が
い
者

を
受
け
入
れ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
は
、
医
療
的
ケ
ア
の
あ
る

人
が
入
居
し
て
い
な
い
た
め
、

制
度
趣
旨
の
徹
底
を
図
り
、
適

切
な
運
用
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
県
・
市
の
補
助
制
度
に
よ

塚本 昌紀
藤沢市
公明党

り
継
続
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

民
間
の
力
も
借
り
、
藤

沢
独
自
の
共
生
社
会
推
進
の
た

め
、
課
題
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
解
決
の
道
を
探
っ
て
い
く

の
か
、
先
を
見
据
え
て
ど
の
よ

う
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

　

課
題
解
決
に
向
け
た
環

境
整
備
と
し
て
、
民
間
活
力
を

最
大
限
生
か
し
つ
つ
最
適
な
手

法
を
選
択
し
、
福
祉
、
医
療
、

教
育
等
の
分
野
を
超
え
た
関
係

性
が
構
築
で
き
、
支
援
を
必
要

と
す
る
人
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
、
本
市
の
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
な
取
組
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

50
年
先
の
藤
沢
と
市
民
の
生

活
を
見
据
え
、
従
来
の
分
野
、

手
法
に
捉
わ
れ
ず
、
先
導
的
な

取
組
と
な
る
よ
う
舵
取
り
を
し

て
い
く
。

風
環
境
の
影
響
調
査

必
要
性
の
検
討
を

　

ビ
ル
風
に
つ
い
て
、
本

市
で
は
総
合
設
計
制
度
に
風
環

境
に
よ
る
影
響
調
査
を
義
務
付

け
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
辻

堂
駅
南
口
に
建
設
予
定
の
高
層

ビ
ル
に
よ
る
ビ
ル
風
に
対
す
る

影
響
調
査
は
行
わ
な
い
の
か
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

現
時
点
で
は
風
環
境
に

よ
る
影
響
調
査
を
義
務
付
け
て

い
な
い
が
、
今
後
、
影
響
調
査

に
お
け
る
意
義
・
効
果
等
を
検

証
し
、
許
可
基
準
の
見
直
し
の

松長 由美絵
市民クラブ

藤沢

必
要
性
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
新
た
に
計
画
さ
れ
て

い
る
高
層
ビ
ル
に
関
し
て
は
、

事
業
者
が
任
意
で
影
響
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
植
栽
の
設
置
や

建
物
の
配
置
等
に
よ
り
、
風
環

境
に
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
た

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
転
車
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
辻
堂
駅
南
口

に
建
設
予
定
の
高
層
ビ
ル
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
、
一
般
通
行
者

も
利
用
可
能
と
な
る
よ
う
事
業

者
に
協
力
を
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

事
業
者
と
の
協
議
で
、

高
層
ビ
ル
に
設
置
予
定
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
１
階
と
２
階
の
昇

降
に
つ
い
て
、
一
般
の
自
転
車

利
用
者
も
利
用
で
き
る
よ
う
協

力
を
働
き
か
け
て
い
る
。

東木 久代
藤沢市
公明党

江の島周辺のトンボロ現象

無償化で子育て世帯の負担軽減を＝湘南台文化センター
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